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本稿は、ヘレーネ・シュテッカー著『愛と女性』（Stöcker, Helene 1905, Die Liebe und 
die Frauen. J.C.C.Brunsʼ Verlag Minden in Westf.）に所収の巻頭論文「私たちの価値転換」
（Unsere Umwertung der Werte. Stöcker 1905: 6  – 18）の全訳である。初出は1897年であり、
『文学のための雑誌』（Magazin für Literatur）に掲載された。
『愛と女性』は、1901年にスイスのベルン大学で博士号を取得したヘレーネ・シュテッ
カー（Stöcker, Helene 1869 – 1943）が、1902年に出版した博士論文『18世紀の芸術観に
寄せて。ヴィンケルマンからヴァッケンローダーまで』（Zur Kunstanschauung des XIII. 
Jahrhunderts. Von Winckelmann bis Wackenroder. Stöcker 1902 Berlin Palaestra XXVI）に次
ぐ、2 冊目の単行本であり、シュテッカーの最初期のフェミニズム思想を代表する。故郷
エルバーフェルト（Elberfeld）を1892年に発って単身ベルリンに移り、女教師試験に合
格した翌1893年から、自身が責任編集する雑誌『母性保護』（Mutterschutz 1905 – 07）を
発刊するまでに、14誌に及ぶ多種多様な雑誌に発表してきた文章を収録して1905年に出
版した。前書きと序を除くと21論文から構成され、183頁である。シュテッカーは、1905
年に「母性保護同盟」（Bund für Mutterschutz）を設立し、ナチスが政権を奪取したため
亡命を余儀なくされた 1933年まで、ずっとその中核を担い、同盟の機関誌『母性保護』
『新世代』（Die Neue Generation 1908 – 33）の編集者であり続けた。
通常シュテッカーの著作活動と思想は大きく 3 つの時期に区分されている。第一期は女
性の自立を目指す初期の女性運動・フェミニズム思想の時代、第二期は、1905年の「母
性保護同盟」結成後から1914年の第一次世界大戦勃発までの、「新しい倫理」を掲げての
母性保護・性改革運動の時代、第三期は、同じく「母性保護同盟」を中心に活動しながら
ではあるが、徹底した反戦・平和運動の時代である。しかし実際には､ ベルリンに転居し
た 1892 年に既に、「ドイツ平和協会」（Deutsche Friedensgesellschaft）の創設メンバーに
なっているし、国際的な性改革運動も亡命中まで継続していたので、3 区分は思想の変遷
ではなく、活動の重点の相違に過ぎないとも言えるだろう。
「私たちの価値転換」は、母性主義の立場に立つ20世紀初頭の女性運動指導者たちが、
ニーチェ（Nietzsche, Friedrich Wilhelm 1844 – 1900）の思想をどのように受容したかを示
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す、最も明瞭な証言とも言える論文である。ドイツ女性のみならずスウェーデンのエレ
ン・ケイ（Key, Ellen 1849 – 1926）は特に顕著に、そして平塚らいてう（1886 – 1971）も
ニーチェ思想に出会っている。それは同時に当時最新の科学的教説と見なされた社会的進
化論と優生思想の時代でもあった。ニーチェ思想、社会的進化論、優生思想は、経済的に
自立し男性と対等な恋愛で結ばれたパートナー関係を切望する、これらの勇敢な女性たち
の母性主義の中に、溶解して吸収された。
シュテッカーの場合はニーチェ哲学の影響は決定的なものであった。彼女において、社
会的進化論は背景にとどまり、男性の優生論者の非情で過激な論調に比して、優生思想自
体もシュテッカー自身の主張としては消極的なものである。しかし、無視できぬ今日的
テーマとして、シュテッカーの優生思想への厳しく詳細な批判的研究もなされている。女
性が自らの女性性を主張し、自己発展と自立を要求すると言うシュテッカーによる価値転
換の根本的根拠は、キリスト教の神の死を宣言したニーチェ哲学からの価値転換理論の、
女性視点による転用に置かれている。男性神の死による価値転換は、そのまま、男性の優
位の消滅として解釈された。この男性優位の価値の転換と女性による価値決定の並置こそ
「私たちの価値転換」の内容である。男性並みになるのではなく、男性以上の女性性の価
値追求がここで主張されている。成熟を目指す「自由な人間」かつ「愛する女」の共存と
言う困難な追求の道をシュテッカーは提起する。共に歩む男性を求めることも。ほぼ100
年前の彼女の生涯は現実にこの追求の人生でもあった。
シュテッカーのキリスト教は、父親によって徹底的に叩き込まれたカルヴァン派の改革
派キリスト教である。この桎梏を彼女はニーチェ思想との出会いによって早くに断ち切っ
た。組織としてのキリスト教教会からの離脱は、両親への配慮から長くなされず、平和運
動に力点が移ってから1915年 1 月に表明された。ベーベル（Bebel, Augst 1840 – 1913）の
女性論を 19歳で読み、1913年の『新世代』上の追悼辞では彼を「女性の友」と記した。
母性保護運動には社会主義的労働運動家も多く連なる。シュテッカーは精神的人格的発達
と社会的正義を追及し続けたが、自伝草稿ではこれを自ら「ニーチェと社会主義」と言い
換えている。平和運動における同性愛者との連携も、狭い聖書主義では不可能であったろ
う。既成の偏見から解放された、人間性重視の人格主義的交流原理が、あらゆる連帯を可
能にしていると解釈できる。シュテッカーの活動は、ニーチェを経た、キリスト教由来の
人間愛を常に基盤にしていたと言うことである。
「私たちの価値転換」には、「超人を孕む」と言う言い回しも用いられている。これを発
表した1897年には、シュテッカーは最初の大恋愛の相手である、アレクサンダー・ティ
レ（Tille, Alexander 1866 – 1912）に出会い、勉学を深めながら、豊かな文学的素質を発
展させていた。 彼女は既に 1896 年 1 月に「フリードリッヒ・ ニーチェと女性たち」
（Friedrich Nietzsche und die Frauen）という講演をなし、1897年10月にはヴァイマールに
ニーチェを訪問している。シュテッカーは、1896年からベルリン大学（Friedrich-Wilhelm-
Universität） で聴講を始め、1897 年から 98 年にかけてディルタイ（Dilthey, Wilheim 
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1833 – 1911） のもとでシュライエルマッハー（Schleiermacher, Friedrich Ernst Daniel 
1768 – 1834）の書簡調査・資料整理の助手を務めた。ベルリンにおける同性愛擁護運動の
中 心 人 物 で あ っ た ユ ダ ヤ 人 マ グ ヌ ス・ ヒ ル シ ュ フ ェ ル ト（Hirschfeld, Magnus 
1868 – 1935）の「科学的人道委員会」（Wissenschaftlich-humanitäres Komitee）にも、シュ
テッカーは1897年の創設時に入会している。後年徹底的な反戦運動・平和運動を共にす
る、政治学者で詩人のクルト・ヒラー（Hiller, Kurt 1885 – 1985）も同性愛者であった。
ヒラー自身がシュテッカーの活動をフマニテートの理念によるものと高く評価している。
フェミニズム運動との関わりを見てみると、シュテッカーは故郷での女学校時代に既に
ベルリンの女性運動家ミナ・カウアー（Cauer, Minna 1841 – 1922）の主催する『女性運
動』（Die Frauenbewegung）に文学批評を投稿していた。1898年には「女子教育―女性学
問協会」（Verein Frauenbildung-Frauenstudien）によるベルリンでの抗議集会でシュテッ
カーも講演をし、 1899年に 「進歩的女性協会連盟」 （Verband fortschrittlicher Frauenvereine）
の設立会員になっている。女性運動急進派と呼ばれるグループである。
シュテッカーの『愛と女性』は、明瞭で簡潔な文体を用いていた博士論文とも、「母性
保護同盟」設立後の極めて論争的で挑発的な散文群とも異なり、非常に文学的で煽動的と
も言える書き方を使用している。女性たちを自立へと覚醒させるために、そして同時に男
性たちを自立を望む女性の同伴者として相応しく変身させるために、渾身の力を用いて、
呼びかけているのである。現代の謙虚な文体に慣れた目からは、時代遅れの大仰な言い回
しが気に障る点もあるものの、その真剣な熱意は間違いなく届いてくる。
訳出に当たり、人名と生没年は判明した限りで注に記した。原注はもともと付されてい
ない。またFrauは「女性」、Weib は「女」と訳し分けた。
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今日女性であることは男性であるよりもむしろ人生の魅力を意味している、ということ
については私たちにはもう長らく明らかである。私たちには世界観の無限に大きな変化が
起こった―新しいルネサンスが始まった。その中ではただ個々の女性が人格の発達を迫
られているのみではなく、人間でありたいという偉大な、普遍的な、熱い憧れが、若い女
性世代全体を貫く。認識と享受と行動において丸ごとの、完全な人間でありたいと！
ああ、どのような途方もない豊かさがなお隠されているかを、誰も予感していない。
―どのような無限の至福と苦悩がまだ味わいつくされていないのか、そう、まだ一度も
予感されていない！「人生」！この言葉は何を意味しているのか―どれほどの歓喜、狂
喜、身震い、戦慄、壊滅―一体どれだけ多くの人がそれについて知っていよう！どのよ
うな神々しい喜劇と悲劇を、著名な女性の人格を持った成熟者と共に、私たちが迎えるの
かを、一体誰が予感しよう。―恐らくかつてアスパシア 1 がペリクレス 2 にとって意味
していたもの―彼の精神的かつ感覚的な喜びの全てを、共にしていた女性享受者！力強
く、偉大で、自由で、誇らしい本性を持つ人々―より偉大で、より誇り高く、より強い
者への献身において二重に至福に―おお、私たちはジークフリート 3 たちを、超人 4
（Übermensch）たちを、若い、笑う獅子 5 たちを必要とする！
 1  アスパシア（Aspasia B.C. 470頃– 400頃）美と知性に恵まれた、娼婦と言う説もある。アテナ
イで在留外国人女性という自由な立場で、芸術家、政治家、哲学者と自由に語らった。ペリク
レスの愛妾。アスパシアが裁判にかけられたときペリクレスは涙を流して弁護したと言う。
 2  ペリクレス（Perikles B.C. 495頃– 29）アテナイ最大の政治家。雄弁で民主政治の徹底に努め、
「ペリクレス時代」を築いた。パルテノン神殿の建設や文芸、美術も奨励。晩年スパルタとのペ
ロポネソス戦争が勃発。疫病により没。
 3  ジークフリート（Siegfried）ドイツの英雄叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の主人公。19世紀末
のドイツではリヒャルト・ヴァーグナー（Wagner, Richard 1813 – 83）の楽劇『ニーベルンゲン
の指輪』によって、ゲルマンの英雄ジークフリートが再び注目されていた。
 4  「超人」はニーチェの『ツァラトゥストラかく語りき』のなかの概念。人間が生成の目標とする
べき新しい創造的なあり方。
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歓びの宗教は、ニーチェ 6 が告知しているように、全ての地上的なものを精神化し、黄
金化し、神化して、美の領域へと高める―他のどのような人間たちがそれを可能にする
であろうか！自己自身への誇り高い信念を持ち、自身の力への喜ばしい信頼を持って、頭
を高く上げて行き、自身と他者にとって人生を神聖な美の人生へと変容させることに従事
している、そういう人間たち、男性たちと女性たち以外には。それまで私たちは美につい
て、人生の芸術について何を知っていたか！そしてどのような貧弱な仕事がこの名称を自
分の特権であると主張したであろうか！
そして、若く努力する女性世代の中にあって私たちが今や欲するものは、俗物があちこ
ちで夢想する以上である。歯科医や弁護士になる可能性のみでなく、―私たちのそれま
で唯一合法的であった愛の職業が、私たちにとって一つの遥かにより誠実で、より深い仕
方で自然な職業になるという譲歩のみでなく、その全て、そして遥かにそれ以上に私たち
は要求する。新しい人類―男性たちと女性たち―ニーチェのより高い人間たち
（höhere Menschen）7、は、人生と自己自身に対して然りを言うことを許されており、彼ら
の光景のみが心臓の働きを強め、そして他者を現存在と和解させる祭礼である―強く、
不屈の、生きんとする意志を持つ人間たちが、偉大な責任感への勇気を持つ。この新し
い、幸せな世界と人類を私たちは夢想するのみでなく、私たちの全生活が共なる準備労働
と創造に他ならず、そして、そのために共に助け合おうとする者は、男であれ女であれ、
誰でも私たちにとって聖なる伴侶である。しかし、それで全てが生成しうるのであれば、
私たち女性もまた全てを体験し、一人の人間の心が耐え得る全ての痛み、あらゆる種類の
全ての苦痛を、耐えねばならない。一人の人間が自分に受け入れられる全ての喜びを飲
み、そして人間の脳において考えられた思考の全ての上品さと大胆さを味わい尽くさねば
ならない。私たちは多くを求めているのか？おお、私たちはそれを求めているだけではな
く―私たちはそれを????―世界の中で、意味を持つ唯一の種類の資格を。
女性数学者としての、あるいは何らかの職業においての活動は、まだ女性にとって完全
で十分な人生の幸福を意味してはいないだろう、という大発見をマーホルム夫人 8 がした
 5  「笑う獅子」は『ツァラトゥストラかく語りき』のなかの概念。第三部「新旧の表」の中で、
ツァラトゥストラが再び人間に向かう下降の時、没落の時を知らせるしるしとして、「鳩の群れ
を伴った笑う獅子」が来ることが書かれている。
 6  ニーチェ（Nietzsche, Friedrich Wilhelm 1844 – 1900）哲学者。古典文献学者。
 7  「より高い人間」は『ツァラトゥストラかく語りき』の第四部で集中的に語られる概念。「高次
の人間」「比較的高い人間」（吉澤傳三郎）、「高等な人間」（吉澤傳三郎）、「高人」（手塚富雄）
などと訳されてきた。超人への橋である、苦悩しながらなお創造的であろうとする者たち。
 8  マーホルム夫人（Marholm, Laura）『愛と女性』の「前書き」においてシュテッカーはマーホル
ム夫人の「いかがわしいカプセル理論」に言及している。「女性は男性がはじめて満たしに来る
べき空のカプセルである」と言う。
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とき、どんなに奇妙な騒ぎが引き起こされたことか。確かに―しかし一体誰がそれを主
張したことがあったろうか ?! 人生をその完全な、途方もない豊かさにおいて捉えても良
いと。もはやこれまでのように長く、全ての貯蔵された宝物から締め出されていることは
なく、もはやあらゆる真の個人的体験という点で貧しくなく、もはや「人生」とは何かを
知ることなしには死なない―それは私たちが、上昇し上向きに動いている世代の持つ全
ての力で得ようと努めているものである。「女権論者（Frauenrechtlerin）たちは女性に全
ての権利を与える―女であるという権利だけを除いて」と人は私たちを非難する。もし
女権論者たちがいるとしたら、そのことに関してなら、若い女性たちにとってはもはや確
かにそれは該当しない。彼女たちがある一面性を別のものに置き換えるということをそれ
は意味していた。否、私たちはとても厚かましくて、それに満足していない。私たちは、
一人の人間として可能な限り要求過多である。全てを、私たちは全てを獲得したい、知り
たい、享受したい、自由で偉大な人間にまで発達したい。そしてもし私たちが「女権論
者」であるならば、他の人々にそのような発達への道を自由に開ける手伝いをするため
に、私たちはそれなのである。ああ否、私たちの目標はそこにはない。つまり、私たちが
感情の一面的な先延ばしを、今や同様に一面的に「職業労働」や「専門労働」に制限する
ことと取り換えたがることの内にはない。神がそのことから私たちを守ってくださる！な
ぜなら私は、その場合一方の制限をより少なく制限されたもののために守るということ
に、殆どなりがちだろうから。
おお否―本格的な勉学もまた、妻や母になると言う、根が生えたように深く染みつい
た衝動を幸運にも根絶やしにしない。凡俗の人や他の冷淡な人も恐れるであろうように、
「大脳」のなかに潜む「偉大な色好み」が既に現れているかも知れない。ひとかどの人物
になろうという衝動は、勉学の途上で「逸れる」だろうか？今や、大人物になるまで発達
する能力を勉学によって??者は、勉学をしても殆ど発達しないかあるいは堕落するはず
である。生命力の強い人物はまさにそのことにおいて、自分が出会う全てがその人の最良
のものに役立たねばならないことを証明する。理性と学問を愚かに軽蔑するのではなく、
それによって援助され豊かにされる。そのことはむしろ、あらゆる真剣で厳格な仕事を避
けるよりも、より「人格」を証明する。
文筆業に従事している女性は内容を持っていない、とも人は嘲る。女と接触せずに偉大
なものを創造したり、誤りや痛みや後悔を通じてではなく成熟した偉大な詩人か芸術家を
私に示して欲しい。そして勿論、自分を愛した男性に対して、決して愛さず、自分を女と
は感じたことのない女は、どこで「内容」を得るべきか？その女の内容はただ消耗させる
探究と待機であって、慰めもなくあちこちに触れ、人生の意味と目的を求めておぼつかな
く歩くだけでありうるのだから。―しかしそれもまた、私たちの若い女性作家世代の数
冊の本が示しているように、震撼させる内容を与えうる。
そして今滾っているのは、人生の全ての辛苦を一度自身に体験したいという衝動であ
る。そう、周り全てが荒れ狂う人生の海の中で戦闘し格闘しているのに、この恐ろしい締
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め出された存在を、空気のない空間や荒涼とした島でこの実存を、もっと長く耐えるより
もむしろ破滅すらしたいという衝動である。ああ否、独身のままで高齢になった娘たちの
ための老齢者支援施設だけを私たちが欲している、と誰が信じよう。その者は根本的に
誤っている―このような支援も必要ではあるのだが。しかし????意味での「女権論
者」は全く別のものであり、非常に異なっている。それは人類の最深で最高の諸問題であ
る芸術や宗教、学問や愛に対する態度決定を意味する。それは最高のものや最深のものの
知識や、真剣な労働や強烈な享受の喜びを意味していて、全てが、全ての人間的なものが
私たちに明らかになるべきである。女性の内には、いくらかの古いファウスト的 9 な衝動
が潜んでいる。男性が従来自分の中にだけ感じてきたと信じていた衝動である。女性も敢
えて世界に入るという勇気を、大地に悲しみを、大地に幸福をもたらすという勇気を、自
分の中に感じているのである。
というのは、??大地の上で私たちの人生を生きたいと欲する私たちは、来るべき人
生 10 において現世的な不利を埋め合わせることは、もはや望むことができないのだからで
ある。そしてもし新しい世界観の男性たちが、この人生の財宝から私たちをもっと長く締
め出そうと欲するならば、「魂が欠けている」女を天上の至福から締め出そうとする教父た
ちの意図とほぼ同じ意味を持つことになるだろう。そして人が当時恐らく天上の至福から
の締め出しを恐れたのとまさに同じ激しい苦痛を以て、今日私たちはまさに何らかの地上
的な人生の可能性からの締め出しを感じる。しかし今や私たちは自分たちを締め出させな
い。精神的で芸術家的な享受の至福からも、自身の責任のもとでする行動の至福からも、
一つの理念に奉仕する労働の至福からも、より偉大でより高尚な人間への献身の至福から
も。そしてもしそうでなければならないのであれば、私たちの人生のこの邪悪な無意味さ
にもっと長く耐えるよりは、むしろ何千倍も遥かに私たちは、これまでの愚かで馬鹿馬鹿
しく残忍な世界に対する闘争の中で破滅することを欲する。「無意味さ」―それは、もし
も大地に意味を与える者が神であるならば、天に向かって叫ぶ罪である―だとすれば、
自分の人生に深い意味を与える者が、現実に自分の人生の???である。
さて私たちが何を考えているか、多くの人に見当がついたかどうか？古代のあるいは最
新の自然科学的成果の根本的な知識は女性たちから―男性たちを造った、という奇妙な
 9  「ファウスト的」という言い方は、野心的な人物が力を得て、一定期間の成功のために倫理性を
手放すという状況を暗示する場合に用いられる。ファウスト（Faust）はドイツの伝説上の人物
である。人生に満足していない学者が悪魔と盟約して、魂と引き換えに果てしない知識と現世
の幸福を得る物語であるが、シュテッカーは特にヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ
（Goethe, Johann Wolfgang von 1749 – 1832）の『ファウスト』（第一部1808、第二部1832）を読
み込んで、グレートヒェンの破滅に注目していた。
10 つまり来世、死後のことで、キリスト教を否定したニーチェ以後の人間は、復活を信じない状
況にあることを意味している。
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俗人の不安を多くの人はまだ持っているのかどうか？ああ、私たちは男性以上になりた
い！一人の内で全てが「女であること」を強く求めるときに、「男性」でありたいという
のは、驚くべき間違った自己軽蔑的な生命感情であるに違いない。
おお、 私たちはむしろ、 従来可能であったよりもより以上に、 非常に精神的に
（seelisch）深められた女になりたい。私たちは特に初めてそれに??ことを欲する。確か
に男性は未だ自身の発達可能性の最終段階に到達してはいないが、同じように確かに女も
まだである。そして新しく偉大で強力な生成時代、即ち生きることが楽しみであるような
時代が開けた、と私たち皆が感じるときには―それは女にとって高められた程度で妥当
する。新しい世界が私たちには開く。最初の創造の日の輝く明るさ、新しい大地の楽園が
見えて来る。
従来女は可能性であった―女だけが蕾の中にいた。そしてこの熱い生成衝動が、高い
歓喜の中でのみならず熱い苦痛の中でも、恐らくは以前に予感されなかったような苦痛の
中でも私たちを生きさせる。しかし私たちはそれについては嘆かない。なぜなら、高めら
れた歓喜能力や高められた精神的な発達は、高められた苦悩能力と変更不能な形で結び付
いていることを、私たちは知っているから。????そして????― 一方は他方な
しに不可能である。そして次のことは差し当たり否認されえない。私たちの眼差しが及ぶ
限り、私たちの同伴者（der Gefährte）であり得るかもしれない男性の軌跡はまだ殆ど発
見されない―「私たちがその者から子どもたちを得たいと望む」男性を、私たちは稀に
しか見出さないだろう。
そして、何らかの愚かな偶然が私たちを次のような道に導くことに満足することを、私
たちの中の誰一人として求めないだろう。一つには、近代的男性文学全体の悲しい英雄で
ある、この中途半端で無軌道で弱く神経質な芸術家である。まことに―ニーチェは正し
いのだが、「ここでは男性的なものは殆どない」。彼らが提供できるものは、自分たちの行
動の帰結を担う勇気を稀にしか持たないという「傾向」がある、優しく容易に消されてし
まう小さな炎である。彼らは、どんな風の息も巡り吹くことのできる揺れる葦である。彼
らはその無数の小さなみすぼらしいエロチックな冒険によって、30歳で既に死ぬほど疲
れており、彼らにはその冒険のためならばどんな女性でも十分に良いのである。二つの身
体だけでなく、二つの魂をも溶かす、全てを超えて運び去るかも知れない、大きな、轟く
歓声を上げる情熱―過ぎ去ってしまう陶酔が飛び去るまでの数時間以上に長くその情熱
を感じることが、彼らの内の誰にできるだろうか？しかしそれでも高等な感覚の??が初
めて高い人間たち（die hohen Menschen）を造る。そして次に、恐らくは私たちにとって
考察の対象となり得る別の種類、自分たちの理念に奉仕している真剣で有能な労働者た
ち、あらゆる種類の社会改革者たちである。即ち、この種類は他の種類よりもずっと「男
性」である。この種類は真剣で男性的な目標を定めてしまった。しかし私たちの時代、私
たちの生活状況は、精神的に深め、芸術家的に自己形成することを彼らにまだ許していな
い。そして美や生活芸術や生活の喜びは彼らにはまだ贅沢であり、真剣な人間には全く相
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応しいというわけではないものとして、彼らはそれらをまだ少し見下す。芸術や美が人生
を初めて正当化することは、彼らにはまだ生じなかった。一人の女のための情熱は彼らの
場合恐らく可能であるかも知れないが、いつもただ一人の「女」のための「情熱」として
である。その人間全体を独占する愛としてではない。彼らをひとたびは少しの間自分たち
の「男性的な」目標から逸らさせうるかも知れない激しい束の間の欲求としては恐らく、
―しかし彼らが自分たちの目標に含めたものとしてでは、まだ殆どない―それらと共
に彼らはこの目標へと努力するのだが。しかし、彼らは未来のために生きて働こうと欲す
るのだが、その者たちの中から最も容易に、未来的な主人と支配者の素質、即ち、「未来
の男性たち」の素質が期待される。芸術の喜びや調和的に完成された人格の予感とそれへ
の憧憬を彼らに与えることは、恐らく私たちの課題であろう。
しかしどのように統一できないものを統一するのか？自由な人間、即ち自身の人格と同
時に愛する女であることを統一するのか？それは私たちにとって殆ど問題中の問題であっ
た。
なぜなら次のことが私たちに明らかになったのだから。もし男性が何か????より高
いもの（etwas absolut Höheres）であるならば、私たちは男性では??ことにどのように
耐えるのか。従って男性は????より高いものではない！このニーチェの神々の終焉を
私たちも採用した―。否、否、男性でありたくない、あるいは男性のようでありたい、
あるいは男性と取り替えられうる、??が私たちに何の助けになろうか！今や私たちの良
心は「???????????成れ」（Werde, die du bist）と語る。私たちの内にある全
ての力を発達させること、私たち自身への勇気、私たちに固有の、女の人間であるという
本性（weibmenschliche Natur）への勇気を持つこと。私たちに自身で法則を与えること、
価値の序列を私たちによって私たちのために決定することを、学びなさい。??は過去の
あるいは過ぎ行く文化と伝統の禁欲的モラルの呪縛からの解放である。それは男性的な世
界観からの解放でもある。男性的な世界観を私たちは、それらが私たちにとって正しいも
のかどうかを問うことをせず、私たち???事物評価を??????対置することなく、
抵抗なく受け入れてきた。それはまさに私たちがますます学ばねばならないものである。
私たち自身の個人的な世界観や人生観を、???の最も固有の本性から生じるままに構築
することを学ばねばならない。なぜなら、全ての事物の????評価を????妥当させ
ねばならないと、どこに書いてあるのか？もし何らかの見解が明白に男性的であるなら
ば、まさにそれ故私たちにとっては不可能なのだから。なぜなら、私たちは男性ではない
し男性になりたいとも欲しないのだから。私たちは全く別のものを欲する。
「神」、「絶対的真理」、「絶対的なもの」がそもそも倒れたということの故に、????
????????????。
もし全ての予測可能な未来にとって男性の筋力が大きなものだとしても、それは私たち
を驚かさない。筋力は全ての価値の中の価値ではない。もし同じように高い教養の場合
に、男性が純粋に知的な事物において女性よりも業績を上げるとしても―そんなことは
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全く生じていないが―純粋に理論的な悟性は全ての価値の中の価値ではない。しかし、
私たちの全精神的能力の発達に際しても、私たちは感覚という点で男性を凌駕するだろう
と言うことを、同様に確かに私たちは推測できよう。そして強い感覚能力は、筋力や思考
の明晰さと同様に人類の救済に必要である。
子どもの受胎のために母親が父親と同様に必要であるように、人間という種族の保持と
??のためにも、女は男性と同様に重要である。私たちはどのようにして「超人」に到達
すべきか、もしも、超人を孕むことが自分の憧憬であらねばならない女性たちが、自己保
存衝動から「奴隷道徳」へ成熟せねばならない劣等な被造物であるならば？そして、二つ
の同じく必要で同じく不可欠な補い合う要因を、そのように????評価することは愚か
ではないか？そう、私たちは男性とは異なっている―そして永遠にも異なるものであり
たい！純粋に分析的な全てのものは、私たちには最大の侮辱と激しい苦痛である。知性を
感覚生活あるいは衝動から分けることは―私たちには下劣で軽蔑すべきで不道徳である
かも知れない。欲求すること、感じること、思考すること全ての完全な統一、一致、これ
らの事物全ての調和が、私たちの好みによって初めて??をつくる。後続する総合
（Synthese）なしの分析は、私たちには敵対するもの、不快なものそれ自体、生命にかか
わる傷を負わせるもの、永遠に闘争すべきものである。私たちの生きようとする意志、私
たちの人生自体、それは総合への熱い衝動である。それはより高いものではないのか？私
には確かにそう見える。女性についての多くの繊細な発言にもかかわらず、必ずしもいつ
も根本見解の結論に至ったわけではないニーチェは―恐らくは、「女性」は彼にとって
言表された????問題にはならなかったので―????彼の「汝のあるところのもの
に成れ」において私たちに解放をもたらした。彼は「完全な女は完全な男性よりもずっと
高いタイプの人間である」という主張をしたときに、自分が何を言っているのか十分わ
かったであろう。私たちは高い評価を要求するほど不遜ですらない。もし人が全ての要因
を考慮するならば、両性にとって相殺されると私たちは信じている。そして両性にとって
一般に妥当するものは、個々の男性の女性への関係に対しても妥当する。女は、人間であ
るという可能性を恐らくより豊かな程度に与えるのだから、女に生まれたことを私たちが
歓声を上げて喜ぶようになることが、初めて私たちの救済である。というのは、私たちは
権力への意志の至福を―世界と人間に対して―愛する人間の前に身をかがめる至福と
同様に体験できるのだから。そして本当に私たちが最も苦悩できる被造物であるならば、
私たちは歓喜能力が最もあるものでもある。人は歓喜能力をそれまで慣習の編み込みに無
慈悲に結び付けて来たというだけである。しかし私たちはこの編み込みを引き裂くことが
できると今や気付いている。そして私たちは無意味な束縛を超えて、最も神聖な憤りの力
においてそれを引き裂く。勿論私たちは誇りを持っている。束縛のこの時代は私たちに
とっては全く失われてしまった、とは誰にも言わせない。外へ解放されるべき力の全ては
内側へと向きを変えてしまった。確かに私たちは決してそんなに多くの「魂」や、そんな
に多くの暴力や感覚の集中や、内的生活の統一へのそんなに熱い憧憬を、束縛され制限さ
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れた、何千もの禁欲のこの困難な時代??には、得ることはなかっただろう。しかし今や
歓喜の日が遂に来た。私たちはこの全ての苦悩の果実を享受して良いし、私たちは祝福さ
れたものであり、今生きている！
なぜなら、どのようにして人は???自由な人間と愛する女であるかという問題も、確
かに解かれたからである。女が以前に性的存在として男性に要求した優位は、シュトル
ム 11 がかつて優雅に「ミンネ 12 の時間にのみ女性は男性に服従した」と表現したような仕
方で、恐らくなお時折現れる。しかし同時に女性は、あらゆる絶対的な依存関係や従属関
係に横たわる心理的圧力を振り払えるし、自己責任を負う人格として、そこでは自分が対
等かあるいは恐らく優位に立っている事態を喜べるだろう。
男性的な事物評価は私たちにとって今や、調節や画期的出来事や基準以外のものではあ
り得ないし、余りに無制限な個人主義や、余りに一面的に女性的な見方や感情の無秩序か
ら、私たちを守る以外のものでもない。そして私たちの見解は男性にとって相応の意義が
ある。それはもはや固有のものの無制限の放棄や、疎遠なものの無制限の受け入れではな
い―しかし何か非常に繊細なもの、より高いもの、実り豊かなものである。
?????????????????????????。それは、私たちを救済する呪
文である。従来男性によって???として定められた価値の転換、????価値決定の並
置！ここで私たちは素晴らしい、全てを豊かにする回答を得る！なぜなら、一面では抑圧
のためにではなく、他面では嫉妬と憎悪のためでなく、互いへの、そして互いとの共なる
喜びのために男と女が存在するのだから。そして確かに「十分に男性である者のみが、女
の内で―女を救済するであろう」というニーチェの言葉が妥当する。
そして、最良の人が―男性たちが、さしあたり欠けているように見えるから、私たち
は私たち自身を???人間として救済せねばならない―私たちの内なる女を救済する男
性たちが存在するようになるまで！なぜなら、私たちは男性たちを必要としているのだか
ら。強く、誇り高く、自由な本性の人物たち、ジークフリートたち、笑う獅子たちを！
（かけがわ　のりこ　生活機構研究科生活機構学専攻教授）
11 シュトルム（Storm, Theodor 1817 – 88）ドイツの詩人、小説家。
12 ドイツ中世の宮廷風恋愛あるいは騎士道的恋愛。

